
土木建築委員会会議記録 

 

土木建築委員長  太田 正美   

 

１ 日 時 

   令和６年３月１９日（火） 午後２時３０分から 

                午後５時２１分まで 

 

２ 場 所 

   第１委員会室 

 

３ 出席した委員の氏名 

太田正美、井上明夫、宮成公一郎、三浦正臣、高橋肇、原田孝司、戸高賢史 

 

４ 欠席した委員の氏名 

   な し 

 

５ 出席した委員外議員の氏名 

   吉村哲彦、堤栄三 

 

６ 出席した執行部関係者の職・氏名 

土木建築部長 三村一 ほか関係者 
 

７ 会議に付した事件の件名 

   別紙次第のとおり 

 

８ 会議の概要及び結果 

（１）第１号議案のうち本委員会関係部分、第１０号議案、第１１号議案及び第３９号議案か

ら第４４号議案までについては、可決すべきものといずれも全会一致をもって決定した。 
（２）第１９号議案については、可決すべきものと総務企画委員会に回答することに全会一致

をもって決定した。 

（３）盛土規制法について、トンネル工事に関する報告について及び令和５年６月３０日から

の梅雨前線豪雨災害対応の進捗状況についてなど、執行部から報告を受けた。 

 

９ その他必要な事項 

   な し 

 

１０ 担当書記  

   議事課議事調整班   主査 羽田野正洋 

   政策調査課調査広報班 主幹 河野幸代 

 
  



土木建築委員会次第 

 
日時：令和６年３月１９日（火）１４：３０～  
場所：第１委員会室              

 
１ 開  会 
 
 
２ 土木建築部関係                     １４：３０～１６：２０ 
（１）合い議案件の審査 

第 １９号議案 大分県使用料及び手数料条例の一部改正について 
           （付託委員会：総務企画委員会） 
（２）付託案件の審査 

第  １号議案 令和６年度大分県一般会計予算（本委員会関係部分） 
第 １０号議案 令和６年度大分県臨海工業地帯建設事業特別会計予算 
第 １１号議案 令和６年度大分県港湾施設整備事業特別会計予算 

   第 ３９号議案 令和６年度における土木事業に要する経費の市町村負担について 
   第 ４０号議案 工事請負契約の締結について 
   第 ４１号議案 工事請負契約の締結について 
   第 ４２号議案 大分県道路占用料徴収条例の一部改正について 
   第 ４３号議案 工事請負契約の締結について 
   第 ４４号議案 大分県建築基準法施行条例の一部改正について 
（３）諸般の報告 
   ①盛土規制法について 

   ②大分県厚生年金住宅貸与条例の廃止について 

   ③建設工事従事者の安全及び健康の確保に関する大分県計画の変更について 

④大分県高齢者居住安定確保計画の変更について 

⑤トンネル工事に関する報告について 

⑥令和５年６月３０日からの梅雨前線豪雨災害対応の進捗状況について 
（４）その他 
 

 

３ 協議事項                        １６：２０～１６：３０ 
（１）その他 
 
 
４ 閉  会 
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別紙 

会議の概要及び結果 

太田委員長 ただいまから土木建築委員会を開

きます。 

本日は委員外議員として吉村議員、堤議員に

出席いただいています。 

委員外議員の方が発言を希望する場合は、委

員の質疑の終了後に挙手し、私から指名を受け

た後、長時間にわたらないよう要点を簡潔に御

発言願います。 

まず審査に先立ち、執行部から発言したい旨

の申出があったので、これを許します。 

三村土木建築部長 まずは太田委員長、大事な

く本当に安心しました。本当に御無理されない

ようお願いします。 

 さて、今年度多分最後になると思いますが、

土木建築部からは、合い議案件の審査として大

分県使用料及び手数料条例の一部改正について、

また、付託案件の審査として令和６年度一般会

計予算など３件の予算議案、加えて６件の予算

外議案について説明します。また、トンネル工

事に関する報告など計６件報告します。 

 どうか慎重に御審査の上、御賛同いただきま

すよう、よろしくお願いします。 

太田委員長 それでは、審査に入ります。 

本日審査いただく案件は、今回付託を受けた 

議案９件及び総務企画委員会から合い議のあっ

た議案１件です。この際、案件全部を一括議題

とし、これより土木建築部関係の審査に入りま

す。 

まず、総務企画委員会から合い議があった議

案について審査を行います。第１９号議案大分

県使用料及び手数料条例の一部改正についての

うち、本委員会関係部分について執行部の説明

を求めます。 

都瑠建築住宅課長 第１９号議案大分県使用料

及び手数料条例の一部改正のうち建築関係法律

事務の手数料等の改正について説明します。土

木建築委員会資料２ページ上部の１背景を御覧

ください。 

脱炭素社会の実現に資するための建築物のエ

ネルギー消費性能の向上に関する法律等の一部

を改正する法律が令和４年６月に公布され、そ

の中で建築物のエネルギー消費性能の向上に関

する法律が改正されます。 

続いて、２法改正の概要を御覧ください。 

建築物のエネルギー消費性能の向上に関する

法律が改正されることに伴い、法律の目的に建

築物への再生可能エネルギー利用設備の設置の

促進が追加されたことから、法律名称において

記載のとおり向上等とされたものです。 

続いて、３条例改正の概要を御覧ください。 

都市の低炭素化の促進に関する法律及び建築

物のエネルギー消費性能の向上等に関する法律

の関係事務にて引用している法律名称を同様に

変更するものです。 

４施行期日は、改正法の施行日である令和６

年４月１日としています。 

藤内公園・生活排水課長 第１９号議案大分県

使用料及び手数料条例の一部改正のうちハーモ

ニーパーク第３駐車場の使用料改正について説

明します。資料３ページ上部の１背景を御覧く

ださい。 

県営都市公園ハーモニーパークには、右下の

図にあるとおり第１から第３の駐車場があり、

主にハーモニーランドの来園者が使用している

第１、第２駐車場は株式会社サンリオエンター

テイメントが管理しており、フリーゾーンが近

い第３駐車場は県が管理し、大分県使用料及び

手数料条例にて料金を定めています。 

 料金については、平成３年の供用開始から１

日１台３００円、消費税増税後は３１０円で据

え置いてきましたが、昨今の労務単価の上昇等

により維持管理費が駐車場収入を上回っている

状況です。 

 このため、受益者負担の観点から駐車場料金

を適正額に改定する必要が生じました。 

続いて、２改正概要を御覧ください。 

 今後の年間管理経費見込みと年間入場台数見

込みから１台当たりの使用料を算出し、その結
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果から現行１日１台３１０円の駐車料金を５０

０円に改定するものです。 

 条例改正にあわせて、株式会社サンリオエン

ターテイメントが管理する第１、２駐車場につ

いても５００円に改定する予定です。 

 ３施行期日は、令和６年４月１日です。 

太田委員長 以上で、説明は終わりました。 

これより質疑に入ります。委員の皆様から御

質疑、意見等はありませんか。 

戸高委員 エネルギーの消費性能の法律は性能

表示というか、何か表示をするんですか。 

 それと対象となるのは、建築物は４月１日か

ら、これから新築の確認申請を行ったものなの

か。 

都瑠建築住宅課長 法律全体としては消費性能

表示の推進という項目もあって、新築等の建築

物において消費性能がどのくらいあるかという

表示制度の創設もあります。 

 また、再生設備の導入促進ということで、太

陽光発電設備は太陽熱利用設備等の促進を図る

ための法律が改正されたところで、県の条例の

もこの法律名があったので、国が等の言葉を付

けたのに合わせて県の条例についても等を付け

ています。 

戸高委員 では基本的には、業務の中身は変わ

っていないですか。 

都瑠建築住宅課長 そうですね。新たに追加さ

れた形になります。性能表示の創設とか新たに

再生設備の導入促進のために規制の緩和とか、

どちらかというと、省エネ設備の導入のために

規制緩和されたのが今回の法律です。（「分か

りました」と言う者あり） 

高橋委員 ハーモニーパークの第３駐車場の年

間の維持管理費、年間管理経費、１，３６０万

円と出ていますが、何にこんなお金がかかって

いるか。何にかかると言っては悪いですが。 

藤内公園・生活排水課長 警備、清掃、植栽の

関係、それから電気代等です。 

高橋委員 分かりました。ありがとうございま

す。 

 単に駐車場の下のアスファルトじゃないけど、

それだけの問題じゃなくて、ほかのあちこちに

かかるということですね。了解しました。 

三浦委員 ハーモニーパークの関係ですが、第

３駐車場の一番下に止めると、上がっていくま

でかなり坂道が急なんですよ。当然家族連れで

行かれると。これは県と株式会社サンリオエン

ターテイメントの管理なので、ちょっとその辺

を打ち合せて、終わって帰る分はいいですが、

行くまでかなりの距離をずっと上っていかない

といけないので、その辺検討していただければ

と思います。よろしくお願いします。 

太田委員長 ほかにありませんか。 

〔「なし」と言う者あり〕 

太田委員長 委員外議員の方は御質疑ありませ

んか。 

堤委員外議員 ２万７千台は見込みだよね。ど

ういう算定方法ですか。 

藤内公園・生活排水課長 これは令和４年度の

台数で見積りしています。（「昨年度の台数は

いくらですか」と言う者あり）令和４年度の台

数２万７，１４４台です。 

堤委員外議員 それで単年で２万７千台、とい

うことは今現在で、結局コロナの関係が出てく

るから、これからまた増える可能性もあるわけ

でしょう。そこら辺は何か台数の変動、３００

円から５００円だから、第１も第２も一緒だろ

う。そういう点では高いと思うけど、そこら辺

はどうですか。 

藤内公園・生活排水課長 今、令和４年度の積

算をしていますが、令和２年度から令和３年度

はコロナ禍で、駐車台数が少なかったため管理

費が１台当たり３千円を超えた時期もありまし

た。平成３０年度でいくと４４３円、令和元年

度４３４円ということで、コロナ禍前と比べる

と現在の維持管理費は上昇しています。 

 特に近隣施設の城島高原パークは、昨年令和

５年４月に３００円から５００円に改定してお

り、県外のテーマパークでも、ハウステンボス

は１台当たり１日千円、グリーンランドが今年

の３月１日から５００円から８００円に改定し

ているので、ほかの県とか県内を見ても適正で

はないかと考えています。 

太田委員長 ほかにありませんか。 
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〔「なし」と言う者あり〕 

太田委員長 ほかに御質疑等もないので、これ

より採決に入ります。 

本案のうち本委員会関係部分については原案

のとおり可決すべきものと、総務企画委員会 

に回答することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と言う者あり〕 

太田委員長 御異議がないので、本案のうち本

委員会関係部分については原案のとおり可決す

べきものと、総務企画委員会に回答することに

決定しました。 

以上で、合い議案件の審査を終わります。 

次に、付託案件の審査を行います。第１号議

案令和６年度大分県一般会計予算のうち、本委

員会関係部分について、執行部の説明を求めま

す。 

三村土木建築部長 それでは、第１号議案令和

６年度大分県一般会計当初予算の土木建築部関

係の総括的な内容について説明します。先日の

予算特別委員会での説明と重複する部分もあり

ますが、御了承願います。資料の４ページを御

覧ください。 

 令和６年度当初予算説明資料（土木建築部）

です。まず１歳出予算の表、左端の区分欄、一

般会計の中ほど、黄色で色付けした計欄を御覧

ください。 

赤枠で囲っていますが、土木建築部の当初予

算額は９８６億７，８６１万４千円を計上して

います。表の右端の欄本年度７月現計予算額と

比べた伸び率ですが、率にして２．０％の増と

なっています。 

次に、水色で色付けした内訳の欄を御覧くだ

さい。 

内訳欄の一番上、公共事業の当初予算額は６

８１億７，２３３万円で、本年度７月現計予算

額に比べ、率にして３．８％の増となっていま

す。これは、本年度に発生した令和５年梅雨前

線豪雨災害に係る災害復旧経費の増額が主な理

由です。 

 続いて内訳欄の一番下、非公共事業の当初予

算額は３０５億６２８万４千円で、本年度７月

現計予算額に比べ、率にして１．８％の減とな

っています。これは主に県有建築物防災対策推

進事業で実施している総合文化センタ―の吊り

天井耐震化工事に係る費用の減などによるもの

です。 

 次に、表の左端の区分欄特別会計を御覧くだ

さい。 

 まず１番目の大分県公債管理特別会計につい

ては、当初予算額として４億１，５４６万円、

その下臨海工業地帯建設事業特別会計について

は２０億２，５０７万３千円、その下港湾施設

整備事業特別会計については５７億４，８２５

万５千円を計上しています。 

 続いて、下の表２債務負担行為を御覧くださ

い。 

 一般会計で３４件３６４億９，４２６万円、

港湾施設整備事業特別会計で２件１８億円の限

度額設定をお願いしています。 

 以上で令和６年度当初予算関係の総括的な説

明を終わります。詳細は関係課長から説明しま

すが、先日の予算特別委員会で御説明した事業

は説明を省略するので御了承願います。 

中川土木建築企画課長 土木建築部関係の債務

負担行為について説明します。資料の５ページ

を御覧ください。 

土木建築部は一般会計で３４件、港湾施設整

備事業特別会計で２件、計３６件の債務負担行

為があります。そのうち主なものについて説明

します。 

１一般会計の左側の表を御覧ください。 

６番、県道三重新殿線道路改良事業ですが、

牟礼前田工区の橋梁上部工事に伴い３１億６千

万円の債務負担行為の承認をお願いするもので

す。 

次に、右側の表を御覧ください。 

３１番、庄の原佐野線街路改良事業ですが、

下郡工区、下郡・明野工区の橋梁工事などに伴

い９３億７，７００万円の債務負担行為の承認

をお願いするものです。 

次に３４番、県有建築物防災対策推進事業で

すが、別府国際コンベンションセンターの吊り

天井耐震化工事に伴い１５億８，０８１万７千

円の債務負担行為の承認をお願いするものです。 
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そのほか規模の大きな工事等において、年度

をまたいだ適切な工期で発注し、施工時期の平

準化を図るため債務負担行為の設定をお願いす

るものです。 

続いて、土木建築企画課関係の歳出予算のう

ち主なものについて、令和６年度土木建築部予

算概要抜粋版により説明します。資料の６ペー

ジを御覧ください。 

事業名欄の一番下、建設産業構造改善・人材

育成支援事業費の６年度当初予算額の欄を御覧

ください。 

予算額は１，６８０万円です。本事業は、建

設産業における人材確保や生産性向上を図るた

め、建設労働者の就労環境改善の支援や各種メ

ディアを活用した魅力発信を行うものです。 

中村建設政策課長 建設政策課関係の歳出予算

のうち主なものについて説明します。資料の７

ページを御覧ください。 

上から２番目の建設産業ＤＸ推進事業費です

が、予算額は３，３６０万３千円です。本事業

は、建設産業の生産性向上を図るため、ＩＣＴ

活用工事に取り組む建設業者に対し支援するほ

か、建設業者向けの実践的な研修の開催等を実

施するものです。 

 続いて、その下の共生のまち整備事業費です

が、予算額は８千万円です。本事業は、高齢者

や障がい者など全ての県民が自由に行動し、あ

らゆる分野の活動に参加することができるよう

に県が設置又は管理する公共施設のバリアフリ

ー化を実施するものです。 

新田用地対策課長 用地対策課関係の歳出予算

のうち主なものについて説明します。資料の８

ページを御覧ください。 

上から４番目の公共用地先行取得事業費です

が、予算額は１０億円です。本事業は、公共事

業において緊急に用地買収が必要となった場合

に機動的に対応するため、大分県土地開発公社

が先行取得により事業用地を確保するための貸

付金としてあらかじめ確保しているものです。 

瀬戸道路建設課長 道路建設課関係の歳出予算

のうち主なものについて説明します。資料の９

ページを御覧ください。 

 道路橋梁調査費ですが、予算額は９，２６７

万９千円です。本事業は、国庫補助事業の事業

採択に向けた道路線形及びルート検討等に必要

な調査並びにその他道路整備及び維持管理に必

要な調査などを行うものです。 

次に、資料の１０ページを御覧ください。 

一番下の（公）国直轄道路事業負担金ですが、

予算額は３０億２，９８１万円です。本事業は、

国土交通省が直轄管理する一般国道等の改築事

業及び交通安全事業等に対する負担金です。 

亀山道路保全課長 道路保全課関係の歳出予算

のうち主なものについて説明します。資料の１

１ページを御覧ください。 

上から５番目の（単）身近な道改善事業費で

すが、予算額は８億円です。本事業は、住民生

活に密着した道路の利便性、安全性を低コスト

かつ短期間で向上させるため、路肩の拡幅や簡

易歩道整備などの小規模な改良や通学路安全対

策を実施するものです。 

 次に、資料の１２ページを御覧ください。 

 上から２番目の（公）交通安全事業費ですが、

予算額は２３億２，３７２万１千円です。本事

業は、児童・生徒や高齢者等が安心して歩行で

きる道路空間を整備するため、歩道の設置や路

肩の拡幅等を行うとともに、災害に強い道路機

能を確保するため無電柱化を実施するものです。 

続いて、その下の（公）道路防災事業費です

が、予算額１３億６４１万２千円です。本事業

は、道路ネットワークの保全及び利用者の安全

を確保するため、防災拠点等を結ぶ啓開ルート

や孤立集落対策区間における道路法面の崩壊・

落石対策を重点的に行うものです。 

石和河川課長 河川課関係の歳出予算のうち主

なものについて説明します。資料の１３ページ

を御覧ください。 

上から２番目の（単）河川海岸改良事業費で

すが、予算額は９億２，５００万円です。本事

業は、県管理河川の治水能力を確保するため、

護岸等の局部的な改修や維持・修繕工事を実施

するものです。 

 続いて、一番下の（公）河川災害関連事業費

ですが、予算額は２億３，６００万円です。本
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事業は、令和５年梅雨前線による大雨災害によ

り被災した日田市小野川において、再度の災害

発生を防止するため、河積拡大などの改良工事

を災害復旧事業と一体的に実施するものです。 

次に、資料の１４ページを御覧ください。 

 上から３番目の（公）災害復旧事業費ですが、

予算額は１０８億８，４３２万２千円です。本

事業は、被災した道路、河川などの公共土木施

設の原形復旧を行うものです。過年災害復旧費

４６億６，４３２万２千円については、令和５

年梅雨前線豪雨災害などの過年災害に係る復旧

事業を実施します。現年災害復旧費６２億２千

万円については、令和６年度に新たに災害が発

生した際に迅速に対応できるよう、あらかじめ

予算を計上しているものです。 

次に、資料の１５ページを御覧ください。 

上から３番目の河川施設災害防止緊急対策事

業費ですが、予算額は２０億５千万円です。本

事業は、災害に対して強靱な県土をつくり県民

の安全を確保するため、国庫補助事業の対象と

ならない中小河川の河床掘削や堤防嵩上げ、樹

木伐採等を実施するものです。 

多田港湾課長 港湾課関係の歳出予算のうち主

なものについて説明します。資料の１６ページ

を御覧ください。 

ポートセールス推進加速化事業費ですが、予

算額は２，８２１万５千円です。本事業は、大

分港大在地区をはじめとした県内港の活性化を

図るため、利用促進・集荷推進対策などのポー

トセールスに取り組むものです。 

次に、資料の１７ページを御覧ください。 

上から３番目の（公）津波危機管理対策緊急

事業費ですが、予算額は１億２，３９０万円で

す。本事業は、津波・高潮対策として既存の海

岸保全施設の緊急的な防災機能を確保するため、

守江港海岸など３海岸において海岸保全施設の

整備等を実施するものです。 

次に、資料の１８ページを御覧ください。 

 上から４番目の（公）地方港湾改修事業費で

すが、予算額は１１億４，３４５万円です。本

事業は、各港湾の特性をいかした地域産業の振

興を促進するため、臼杵港など５港の地方港湾

において岸壁、防波堤等の整備を実施するもの

です。 

続いて、一番下の（公）国直轄港湾事業負担

金ですが、予算額は３億４３２万５千円です。

本事業は、国が実施する別府港など３港の岸壁

・防波堤等の整備に対する負担金です。 

森﨑砂防課長 砂防課関係の歳出予算のうち主

なものについて説明します。資料の１９ページ

を御覧ください。 

 上から５番目の土砂災害情報周知啓発推進事

業費ですが、予算額は１，９００万円です。本

事業は、土砂災害のおそれのある砂防指定地等

の情報をインターネットで公開する整備を進め

るとともに、引き続き土砂災害の危険性等を発

信する啓発活動を行うものです。また、土砂災

害警戒区域等に指定された地区について、市町

村が行う土砂災害ハザードマップの作成に要す

る経費に対して助成します。 

続いて、その二つ下の（単）急傾斜地崩壊対

策事業費ですが、予算額は８億円です。本事業

は、豪雨による崖崩れ等から住民の命と暮らし

を守るため、国庫補助の対象とならない急傾斜

地の擁壁工や法面対策工を実施するとともに、

市町村が実施する人家５戸未満の急傾斜地崩壊

対策事業に対して助成を行うものです。 

次に、資料の２０ページを御覧ください。 

 上から２番目の（公）火山砂防事業費ですが、

予算額は８億１，０４１万１千円です。本事業

は、頻発する土砂災害から住民の命と暮らしを

守るため、火山地域にて土石流等のおそれのあ

る下長岩屋第１川など２９か所において、砂防

堰堤などの整備や流木対策を実施するものです。 

秋月都市・まちづくり推進課長 都市・まちづ

くり推進課関係の歳出予算のうち主なものにつ

いて説明します。資料の２１ページを御覧くだ

さい。 

 上から２番目の広域景観エリア魅力発信事業

費ですが、予算額は４０３万８千円です。本事

業は、良好な景観を保全・形成するため、景観

への関心を高めてもらうシンポジウムの開催、

地域学習会等で活用する景観ハンドブックの作

成を行い、住み慣れた地域に対する景観意識の
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形成や愛着の醸成に取り組むものです。 

次に、資料の２２ページを御覧ください。 

 上から３番目の（単）街路改良事業費ですが、

予算額は３億３，２２７万円です。本事業は、

豊後大野市の駅前高市線など都市計画道路８路

線の整備を促進するものです。 

藤内公園・生活排水課長 公園・生活排水課関

係の歳出予算のうち主なものについて説明しま

す。資料の２３ページを御覧ください。 

 上から３番目の大分スポーツ公園等管理運営

事業費ですが、予算額は５億５，７３１万８千

円です。本事業は、大分スポーツ公園及び高尾

山自然公園の指定管理者管理運営委託などに要

する経費です。 

続いて、その下の県営都市公園施設整備事業

費ですが、予算額は３，６２３万２千円です。

本事業は、大分スポーツ公園や大洲総合運動公

園など都市公園の維持補修に要する経費です。 

続いて、その下の（公）県営都市公園長寿命

化等対策事業費ですが、予算額は２億７，２６

２万５千円です。本事業は、県営都市公園の老

朽化に伴い、施設の安全性確保や延命化を図る

ため、公園施設長寿命化計画に基づき施設の更

新などを行うものです。加えて、生活行動の変

化を受けて利用者ニーズが高まった広場や屋外

施設の安心・安全対策として、高尾山自然公園

において子どもや障がい者など誰もが快適に利

用できる施設となるよう周辺園路の整備等を実

施します。 

都瑠建築住宅課長 建築住宅課関係の歳出予算

のうち主なものについて説明します。資料の２

４ページを御覧ください。 

 一番上の特定建築物等耐震対策促進事業費で

すが、予算額は９，５４０万２千円です。本事

業は、耐震診断が義務付けられた５千平方メー

トル以上のホテルや旅館などの特定建築物の耐

震化を促進するため、耐震診断、補強設計及び

耐震改修工事を支援する市町村に対し助成する

ものです。 

大谷公営住宅室長 公営住宅室関係の歳出予算

のうち主なものについて説明します。資料の２

５ページを御覧ください。 

 一番上の県営住宅等管理対策事業費ですが、

予算額は５億８，０６８万２千円です。本事業

は、住宅の入退去や使用料の収納業務といった

管理代行者への業務委託、住宅に係る計画的な

修繕などに要する経費です。 

次に、資料の２６ページを御覧ください。 

 上から２番目の（公）県営住宅建設事業費で

すが、予算額は６億３，２５２万円です。本事

業は、利用者に低廉な家賃で良質な住宅を供給

するため、狭小で設備が老朽化している住宅の

建て替え等を行うものです。令和６年度は県営

明野住宅において全５棟のうち１棟目の工事に

着手するなど、着実に住環境の整備を進めてい

きます。 

桑田施設整備課長 施設整備課関係の歳出予算

のうち主なものについて説明します。資料の２

７ページを御覧ください。 

 一番上の県有建築物防災対策推進事業費です

が、予算額は７億１，６１４万３千円です。本

事業は、地震による県有施設の天井脱落を防止

するため、吊り天井耐震化に係る工事を実施す

るものです。令和６年度は、主に別府国際コン

ベンションセンターの耐震化工事を進めていき

ます。 

 続いて、その下の県有建築物脱炭素化調査事

業費ですが、予算額は６５８万９千円です。本

事業は、脱炭素化を推進するため、県有施設に

おける省エネ・創エネの効果的手法を調査する

ものです。 

太田委員長 以上で、説明は終わりました。 

これより質疑に入ります。委員の皆様から御

質疑、意見等はありませんか。 

原田委員 大変お世話になります。抜粋ではな

く予算概要４０ページの河川課の洪水時危機管

理体制強化事業についてお尋ねします。 

 これは注意とか避難とか危険と書いた水位表

示マークを設置し、水位の上昇を視覚化して早

期の避難を促すとあって、とてもいいなと思い

ました。 

 やはり河川の近隣に住む人の危機感は、離れ

ている人以上のものがあると感じています。た

だ多くの方がよく言っていますが、川の水がた
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くさんになっているのは分かるが、危険性がよ

く分からない、いつ避難したらいいのか分から

ない。もちろん早めの避難は必要ですが、そう

いった意味で、避難が必要だというところを視

覚的に見るのはいいなと思いました。ただ、逆

にこういう分かりやすいものがあると見に行っ

てしまいがちになりますよね。私もいけないと

は分かりながら、だからネットで河川カメラが

出ていますよね。それと合わせた形での表示が

大事かなと思いましたが、そういった設置場所

について考え方をお聞かせください。 

石和河川課長 正に委員のおっしゃるとおり、

実は県内１５１か所にカメラと水位計を設置し

ています。今回に関して、その中で水位周知河

川と言われるもので、さきほど言われたように

危険とか、そういう数値が入っているものの箇

所は７９か所になりますが、そこに出てきます。

さきほど言われたように、カメラが見えるよう

に水位表を一緒にやろうと考えているので、委

員のお考えのとおり、カメラを見ながら現場に

行かずともそれを見て判断できるような仕組み

を、今後３年間で７９か所整備していきたいと

思っています。 

高橋委員 ７ページの建設産業ＤＸ推進事業費、

もしかしたら見当違いの話をするかもしれませ

ん。 

 この前テレビで、リモコンで建設機器を動か

すというのがあったんですよね。つまり今後、

自治体の人の数が減る中で、そういう現場に行

かなくても多数の機械を一度に扱えるという感

じで、そういう研究をやっているとテレビで報

道があったんですよね。 

 この建設産業ＤＸ推進事業費は、そういうこ

とも含めた何か予算ということになりますか。 

中村建設政策課長 この事業ではＩＣＴの建設

機械の補助をやっていますが、これはマシンガ

イダンスといって、作業員の補助をするシステ

ムになっています。その機械が大体後付けで通

常のバックホーに付けますが、２００万円から

４５０万円ぐらいの幅があって、事業費の最大

２分の１、上限１００万円を補助しています。 

 今おっしゃったのはリモートセンシングによ

る自律化施工で、国土交通省の秋田県成瀬ダム

において実証実験をやっています。東京から秋

田の現場を操作することもできる、そんなこと

も今トライしているということで、我々もしっ

かりアンテナを張って注視しています。 

高橋委員 そういう技術の革新といいますか、

どんどん進んでいるなと思うので、またそうい

う機器を導入してやっていこうという建設会社

等々があったら、県としてもしっかりバックア

ップしていただきたいと思います。よろしくお

願いします。 

三浦委員 １点、２７ページ、県有建築物脱炭

素化調査事業費、これから脱炭素化に向けての

取組がとても重要だなという認識なので、少し

詳しく教えていただきたいと思います。 

桑田施設整備課長 カーボンニュートラルを目

標にしていて、建築物のＣＯ２の排出量が国全

体で３０％を占めると言われています。議会等

で最近質疑もよくなされていますが、建物ごと

にエネルギーの収支をゼロにしましょうという

ＺＥＢ化を進めていて、現在、宇佐の総合庁舎

でＺＥＢ化の改修をやっています。 

 それを既存の県営建築物に次々に効率的に実

行するために、あらかじめ調査をして、この建

物についてどのような改修をすればＺＥＢ化が

可能となるか。ＺＥＢ化というのは、一つはエ

ネルギー消費を少なくするための断熱化とか設

備の効率化とか更新とか、そういうものが一つ

あります。もう一つは創エネです。主に現在は

太陽光発電ぐらいしか選択肢はありませんが、

創エネがどの程度建物に付けられるか、若しく

は敷地を利用して設置できるか、消費量に見合

う創エネがどれぐらいできるかをあらかじめシ

ミュレーションして、それを調査し、それから

改修につなげていこうと。 

 改修ですから今後長く使う建物を対象にして

いて、来年度３施設ぐらいを調査する事業です。 

三浦委員 課長おっしゃるように、省エネ、創

エネ――正に太陽光ということで、ＺＥＢ化は

とても大事なので進めていただくとともに、蓄

エネも踏まえ、是非しっかり検討していただき

たいと思うので、よろしくお願いします。 
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宮成委員 ２、３点お願いします。 

 １点目、債務負担行為のところから。今日、

別府国際コンベンションセンターの吊り天井の

話が出ました。そういった同様のコマンド施工

と言うか、工事が必要な施設について、今年度

はという言い方をされたかと思いますが、吊り

天井のような施設はほかにあるのかを１点。 

 それから小さな話になるかもしれませんが、

いろんな道路に関する事業が予定されていて、

国道４４２号が防災事業で挙がっていました。

法面崩壊や落石対策で名前が挙がっていました

が、あの道路は結構線形不良で幅員が狭小な路

線になります。今、竹田市長が熊本県側の国道

４４２号の改良を熊本県にすごく求めていて、

瀬の本からぐるぐる上がるところ、そういった

ことを求めていると。 

 一方大分市側では、宗方ら辺も大きな工事が

動いていると。そうした中で、真ん中の豊後大

野市の朝地から大分市境の辺りは本当になかな

か狭い道といった中で、そういった改良の予定

は特に今のところないのだろうとは思いますが、

今回の予算が全体として２％増ということでし

た。ただ、いろんな労務費が上がって、資材費

が上がって２％程度だったら、実は数年前に計

画していた道路の改良とかは果たせないんじゃ

ないかと思いますが、そこらあたりをちょっと

教えていただきたいと思います。 

桑田施設整備課長 吊り天井について説明しま

す。 

 今回お願いしているビーコンプラザ、別府国

際コンベンションセンターですが、吊り天井対

策の必要がある部屋が三つあります。楕円形の

レセプションホール。それから、アリーナ。体

育館のような、比較的イベント場のような部屋

があります。それから、玄関ホールといいます

か、ホワイエと呼んでいますが、玄関から入っ

て高い天井があって、その三つの部分を順次や

っていく事業になりますが、実は過去にもずっ

とこの事業をやっていて、今把握している中で

はこのビーコンプラザが最後の建物になると考

えています。 

 これまでに看護科学大学や工科短大、それか

ら今やっている総合文化センター。県庁舎では

正庁ホールの建物を軽量化、落ちても大丈夫な

ように布のような軽量な天井で改修しています。 

 このようなことをこれまで１２施設をやって

おり、今回は最後の事業となっています。 

瀬戸道路建設課長 道路の関係についてお答え

します。 

 まず、国道４４２号の関係ですが、委員おっ

しゃるとおり、今宗方で改良事業を実施してい

るところで、市境の部分に関しては抜本的な改

良事業は難しい状況ですが、これまでもやって

きています。来年度からも引き続き局所的な形

で見通しの悪い区間の部分的な改良を進めてい

く形で対応する予定です。 

中村建設政策課長 労務費等の上昇、本当に大

切な御指摘で、我々もなかなか頭を抱えている

ところです。 

 御指摘のように、労務費それから資材価格の

高騰の状況下では、より一層事業の選択と集中

を徹底して、創意工夫しながら事業を推進する

ことが大切だと思っています。 

 例えば道路の草刈りは、張りコンクリートを

施工して草刈り面積を減少させる工夫をしたり、

道路の改良事業もなかなか用地が取得できない

ケースも多く、そういうときは違う箇所を予算

流用したりしてその事業を進捗するようなこと

もしています。 

 いずれにしても、事業への影響が生じないよ

う我々としてもしっかり取り組んでいきたいと

思います。 

 御指摘のように、今デフレからインフレに変

わろうとしています。今の予算が十分かと言わ

れるとそういうことはなくて、県下の公共事業、

まだまだ道半ばです。我々としても国にしっか

り予算を要望していきますが、是非委員の皆様

にもお力添えをよろしくお願いします。 

宮成委員 今の最後の話ですが、今長期計画を

策定中ですよね。そうした中で、令和６年度を

計画の終期とする大分県長期道路整備計画があ

りますが、事業費の労務単価や資材費が高まっ

ていく中、どこかで見直すと思いますが、終期

との関係で、どんな感じで今後見直す予定か教
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えていただければと思います。 

瀬戸道路建設課長 道路の関係で言うと、中長

期計画としておおいたの道構想を定めていて、

委員御指摘のとおり令和６年度までの計画とな

っています。 

 今現在、県庁全体として長期計画の見直し作

業を進めていますが、道路の長期計画に関して

も来年度末頃に改定できるよう進めています。 

宮成委員 ありがとうございます。来年度末、

１年後ということです。 

 あわせて先般、建設業法とか入札契約適正化

法ですか、改正の動きが出たのかな。施行はと

いうことでしょうが、そういった中で、法改正

の主眼が、処遇改善や労務費へのしわ寄せの防

止、働き方改革など広く捉えた法改正だと思い

ます。ただ、全部そんな法改正のことは、今巷

間でささやかれているし、議会の中でも皆さん

から質疑が出ていますが、どのタイミングで法

改正の内容を、県の「黒本」とか今あるんです

かね、そういったものに取り込んでいくのか、

どういうタイミングでしていくのかちょっと疑

問に感じているので、もし分かれば教えてくだ

さい。 

中川土木建築企画課長 委員おっしゃった建設

業法、入札契約適正化法の改正ですが、３月８

日に閣議決定をされて今国会に諮られると今の

ところ聞いています。 

 改正がなされたら、公共工事については公共

工事入札管理室長からありますが、民間に際し

ては関連協会などを通してパンフレットで速や

かに周知を図ろうと考えています。 

清永公共工事入札管理室長 「黒本」について

の話がありました。 

 この本は、公共工事の請負契約に関する内容

を整理して公共事業発注のときに共有、また市

町村にも情報提供しています。 

 その中で、管理技術者制度マニュアル――こ

れは国土交通省が定めたものを再度県に周知す

る流れになっています。その中で管理技術者等

の兼任、そういったものも緩和していこうとい

う動きが今回の法改正で見込まれているので、

動きが出次第、速やかに県としても普及啓発に

努めていくようにしています。 

三村土木建築部長 さきほどの長期計画の件で

少しだけ補足をします。 

 今日は県全体の長期計画を御審査していただ

いていて、来週また委員の皆様方には御説明し

ますが、それにぶら下げる形で土木建築部の長

期計画もつくります。少しタイムラグがありま

すが、県の長期計画の状況をにらみながら、道

路の長期計画をつくります。特に、その中でも

さらに枝分かれして計画性を持ってやらなけれ

ばいけないものが道路の長期計画ということで、

段階といいますか、部としては県の長期計画を

基にしっかりと方針を定めていく流れになるの

で、またその時期になったら御審査いただくこ

とになります。 

宮成委員 ありがとうございます。 

 こういったハード整備というのは本当に計画

性が大事だと思います。ただ今の状況が、せっ

かく考えていた数字が自分の手の届かないいろ

んなところで変わっていくので、なかなか目標

を下げないといけなくなるんじゃないかと危惧

しています。そうならないよう、しかも県全体

の予算を見ながら本当に難しい話だと思います

が、引き続き頑張っていただければと思ってい

ます。 

原田委員 今出た長期計画は前に出た土木未来

（ときめき）プランの改定という意味ですか。

（「そうです」と言う者あり） 

戸高委員 さきほどの予算概要４１ページの大

野川の復旧の改良ですが、もう１回教えてくだ

さい。完了時期は、一応めどはどのぐらいにな

っていますか。 

 それともう一つ、まちづくりの分で景観ハン

ドブックですか、これは予算特別委員会で出た

のかもしれませんが、すみませんちょっと覚え

ていなくて、これは何か地域対象を絞った形か、

どういうものか教えてください。 

石和河川課長 大野川の改良ですが、後ほど少

し説明しようと思いましたが、簡単に言うと令

和７年度を目指しています。今年度採択された

ので５、６、７年度末を目指してやっている事

業です。 
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秋月都市・まちづくり推進課長 ハンドブック

は今年度作成します。対象とするエリアですが、

景観を一体的に見る形で広域景観を考えていて、

県内七つのエリアを今設定しようとしています。 

 具体的に言うと北の方から周防灘エリア、周

防灘海岸ですね。それから六郷満山、別府湾、

筑後川水系、日田玖珠ですね。それからやまな

みハイウェイ、豊肥では祖母傾の自然公園。最

後に臼杵と佐伯の海岸、日豊海岸で七つのエリ

アを設定して、その後エリアのうちから令和６

年度は二つを選定してシンポジウムを開催し、

景観意識の醸成を図りたいと考えています。 

井上副委員長 今景観の話が出たので。筑後川

の話も出ましたが、日田市でいえば三隈川沿い

で国道３８６号は県管理ですね。いろんな樹木

が茂って、大型車なんか来ると通りづらいし、

景観が悪いから伐採してもらいたいという要望

が地元から出たときに、交通の支障になるのは

割とすぐ対応しますが、景観に関してはちょっ

とみたいなことをよく言われるんですよね。今

景観という話も出ていますが、今後はそういう

ケースで景観のことも配慮するというか、そう

いう流れになっていくということでいいですか。 

亀山道路保全課長 道路で景観に配慮した取組

も実際やっています。それはどこでもここでも

というわけではないですが、例えば今回デステ

ィネーションキャンペーンがありますが、それ

の景観に資する場所の選定をやっています。 

 あとは防災関係で事前伐採もやっています。

そういうところは予算が限られているので、選

定しながら対応を行っています。 

井上副委員長 地元が気付いたところをどんど

ん出せば、ひょっとするとできるかもしれない

ということですね。 

太田委員長 ほかにありませんか。 

〔「なし」と言う者あり〕 

太田委員長 委員外議員の方は御質疑ありませ

んか。 

堤委員外議員 一つは、急傾斜地の県単の８億

円。これは県営と市町村営がありますが、大体

予算規模的には６．２億円と１．８億円、件数

がどういう状況なのかな。これは市町村の場合

には結構多いですが、予算が決まっているから

アッパーになってしまうが、その件数を少し教

えてください。 

 それと、臨海工業地帯建設事業特別会計の財

産収入が１０億円で繰入金が１０億円、公債に

２０億円という流れになっていますが、売却代

金は、繰入金１０億円と売却１０億円、あと公

債、借金を払っていくらぐらいになるかという

ところを少し教えてください。 

森﨑砂防課長 市町村の急傾斜地の関係で質疑

をいただきました。 

 市町村急傾斜事業については、県内１８市町

村ありますが、事業数としてはおおむね毎年４

０か所程度で推移しています。 

 一応こちらは市町村からの要望に基づいて、

要望箇所全てに取りあえず予算の配付ができて

いる状況で、今後もこの４０件程度で推移して

いくのではないかなと考えています。 

多田港湾課長 臨海工業地帯建設事業特別会計

について質疑をいただきました。 

 売却の１０億円というのが６号Ｃ－２地区、

埠頭用地や港湾関連用地に所管替えしており、

それを港湾施設整備事業特別会計から土地の売

却代として約１０億円を臨海工業地帯建設事業

特別会計に分割して支払う、要は臨海工業地帯

建設事業特別会計の収入になっています。 

 支出は公債費という形で、また約１０億円支

払っているところです。 

堤委員外議員 公債費で２０億円、その残債は

どのくらいあるのか、それが一つ。 

 それと、さきほど市町村営で４０か所という

けど、これは市町村が上げるものは基本的には

余分に上げないわけですか。 

 結局、件数と予算は決まっているから、大体

これぐらいでという形で上げるけど、では地元

から上がってくる実際の要望は結構多いのかな

と。それは精査するけど、そういった意味から

すると、この市町村営はもう少し予算を増やす

べきじゃないのかなと思いますが、この１．８

億円というのは上がってこれぐらいか、それと

もずっと平均でこれぐらいという数字なのか、

その二つ。 
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 予算の増額が出たついでに言いますが、公営

住宅の関係でいろんな要求が出るわけ。出ます

が、いかんせん予算がない。今空き戸数が多い

でしょう。結局退去修繕だったりができないわ

けですね、入居させたりもね。退去修繕ができ

ないから入居にもかけられない、つまり募集が

できないわけ。それは予算との関係があるわけ

やな。だからそういう点からすると、退去修繕

する、しないは公営住宅室が結構考えて決めて

やっていますが、そういう退去修繕をちゃんと

することによって募集の機会を増やすことが大

事だと思います。もう少し県営住宅の予算を増

やすべきと思いますが、そこら辺はどうなのか

な、考え方として。 

多田港湾課長 お答えします。 

 臨海工業地帯建設事業特別会計の公債費が令

和６年度で２０億円ですが、令和６年度で元金

約２０億円を返済した後、残債は約１０億円で

す。 

森﨑砂防課長 市町村営の急傾斜地のことにつ

いて御質疑を改めていただきました。 

 当然、市町村からは非常に多くの要望が寄せ

られていますが、市町村は技術職員の数にも限

界があるということで、我々の予算に対して市

町村自体がなかなか対応し切れない状況もあり

ます。 

 しかし、今年度は市町村営事業１億８千万円

を予算計上していますが、実は令和元年度は予

算８千万円で組んでいました。それは令和２年

に議会の御了解いただいて、１億３千万円に増

やして、さらに令和３年度に１億８千万円とい

う形で、できる限り市町村の要求に応えられる

ような予算の増額もあわせて取り組んでいる状

況です。 

大谷公営住宅室長 今、委員から御指摘があり

ました。 

 確かに予算が潤沢にあるわけではないので、

選択と集中といいますか、管理代行してもらっ

ている住宅供給公社ともいろいろ協議しながら

やっている状況です。 

 なお、修繕前募集ということも今やってはい

ます。事前に募集をかけ、手が挙がってくれば

そこを修繕する、そして入居していただく方法

も取ってはいますが、それも余り応募者がいな

い状況にもあるので、さらにその辺も含めて検

討していければとは思っています。 

吉村委員外議員 １点だけ伺います。 

 県営明野住宅の建て替えが来年度からとの話

がありました。当然今から引っ越し等もスター

トすると思いますが、その進捗や設計を含め、

準備がどういった状況にあるのかを聞ければと

思います。 

大谷公営住宅室長 昨年１０月に契約をして、

今年度から令和１１年度まで随時進めていきま

す。契約締結後に説明会を開催し、まず２棟建

て替えることを入居者に説明したところです。 

 来年度入ってすぐにその２棟を解体するので、

入居者には仮移転していただく予定で説明しま

した。あとは今後、建築できれば移転を順次繰

り返しながら、丁寧に説明しつつ令和１１年度

まで進めていきたいと考えています。 

吉村委員外議員 ありがとうございます。 

 非常に丁寧に説明いただいているようで、地

域の皆さんからも感謝の言葉をたくさんいただ

いています。 

 また引っ越し等に関しても、出るときと入る

ときと、多少フォローしてもらえるようであり

がたいという声もたくさんありました。 

 高齢者が多い地域ですので、準備期間もしっ

かり丁寧に取ってやっていただければと思いま

す。県営住宅に住んでいる方は高齢者が多いで

すが、地域には小学校も三つ、また中学校もあ

ります。実際工事が始まったら正に通学路内で

の工事になると思うので、安全管理もしっかり

目を光らせていただければと思います。 

 県営明野住宅が建て替わることで、ほかの地

域からうちはいつ建て替わるんだという声もあ

るので、期待したいと思います。 

太田委員長 ほかにありませんか。 

〔「なし」と言う者あり〕 

太田委員長 ほかに御質疑等もないので、これ

より採決に入ります。 

 本案のうち本委員会関係部分については、原

案のとおり可決すべきものと決することに御異
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議ありませんか。 

〔「異議なし」と言う者あり〕 

太田委員長 御異議がないので、本案のうち本

委員会関係部分については、原案のとおり可決

すべきものと決定しました。 

 次に、第１０号議案令和６年度大分県臨海工

業地帯建設事業特別会計予算について執行部の

説明を求めます。 

多田港湾課長 第１０号議案令和６年度大分県

臨海工業地帯建設事業特別会計予算について説

明します。資料の２８ページを御覧ください。 

表の一番左、区分欄の上から２番目です。予

算額は、表の左から２番目、予算額（Ａ）欄に

ある２０億２，５０７万３千円で、令和５年度

７月現計予算に比べ、率にして１０２．４％の

増となっています。これは主に起債の元利償還

金の増によるものです。歳入の主な内訳は予算

額（Ａ）欄の二つ右、財産収入として土地利用

計画の変更に伴う臨海工業地帯建設事業特別会

計から港湾特会への土地の所属換えなどによる

収入が１０億１，８９６万５千円、その右、減

債基金からの繰入金が１０億６００万８千円で

す。 

 次に、資料の２９ページを御覧ください。 

 歳出は表の一番左、事業名欄の一番上の６号

地事業費ですが、予算額は３５５万円です。本

事業は、６号地に係る維持管理等に要する経費

です。 

 次にその下の公債費ですが、予算額は２０億

２，１５２万３千円です。本事業は、６号地造

成に伴う起債の元利償還金です。 

太田委員長 以上で、説明は終わりました。 

これより質疑に入ります。委員の皆様から御

質疑、意見等はありませんか。 

〔「なし」と言う者あり〕 

太田委員長 委員外議員の方は御質疑ありませ

んか。 

〔「なし」と言う者あり〕 

太田委員長 別に御質疑等もないので、これよ

り採決に入ります。 

 本案は、原案のとおり可決すべきものと決す

ることに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と言う者あり〕 

太田委員長 御異議がないので、本案は原案の

とおり可決すべきものと決定しました。 

 次に、第１１号議案令和６年度大分県港湾施

設整備事業特別会計予算について執行部の説明

を求めます。 

多田港湾課長 第１１号議案令和６年度大分県

港湾施設整備事業特別会計予算について説明し

ます。資料２８ページを御覧ください。 

表の一番左、区分欄の上から３番目です。予

算額は、表の左から２番目、予算額（Ａ）欄に

ある５７億４，８２５万５千円で、令和５年度

７月現計予算に比べ、率にして３．６％の増と

なっています。 

 これは主に大分港大在地区の護岸の整備、佐

伯港女島地区の埠頭用地拡張などの増によるも

のです。 

歳入の主な内訳ですが、予算額（Ａ）欄の右、

使用料及手数料として附属地や野積場などの使

用料が１３億３，０６１万５千円、さらにその

五つ右、県債として港湾施設建設事業債の借入

れが４２億４，３００万円です。 

 次に、３０ページを御覧ください。 

 歳出は表の一番左、事業名欄の一番上、港湾

施設管理費ですが、予算額は２億７，５７９万

６千円です。本事業は、上屋や野積場などの港

湾施設の管理に要する経費です。その下、大分

港大在コンテナターミナル管理運営事業費の７，

８６２万４千円及びその下の別府港北浜ヨット

ハーバー管理運営事業費１，０５２万３千円は、

指定管理者への委託料などに要する経費です。 

次に一番下の公債費ですが、予算額は７億９

３４万３千円です。本事業は、港湾施設整備事

業に伴う起債の元利償還金です。 

 次に、３１ページを御覧ください。 

 港湾機能施設整備事業費ですが、予算額は４

５億５，３５１万５千円です。本事業は、大分

港など６港の埠頭用地の造成などを実施するも

のです。 

太田委員長 以上で、説明は終わりました。 

これより質疑に入ります。委員の皆様から御

質疑、意見等はありませんか。 
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〔「なし」と言う者あり〕 

太田委員長 委員外議員の方は御質疑ありませ

んか。 

〔「なし」と言う者あり〕 

太田委員長 別に御質疑等もないので、これよ

り採決に入ります。 

 本案は、原案のとおり可決すべきものと決す

ることに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と言う者あり〕 

太田委員長 御異議がないので、本案は原案の

とおり可決すべきものと決定しました。 

 次に、第３９号議案令和６年度における土木

事業に要する経費の市町村負担について、執行

部の説明を求めます。 

中川土木建築企画課長 第３９号議案令和６年

度における土木事業に要する経費の市町村負担

について説明します。資料３２ページの１提案

内容を御覧ください。 

令和６年度における土木事業に要する経費の

一部に充てるため、地方財政法等の規定により

市町村の負担割合を定めることについて議決を

求めるものです。 

 ２令和６年度負担割合は令和５年度と変更あ

りません。なお、各事業の負担割合については

事前に関係市町村の同意をいただいています。 

太田委員長 以上で、説明は終わりました。 

これより質疑に入ります。委員の皆様から御

質疑、意見等はありませんか。 

〔「なし」と言う者あり〕 

太田委員長 委員外議員の方は御質疑ありませ

んか。 

〔「なし」と言う者あり〕 

太田委員長 別に御質疑等もないので、これよ

り採決に入ります。 

 本案は、原案のとおり可決すべきものと決す

ることに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と言う者あり〕 

太田委員長 御異議がないので、本案は原案の

とおり可決すべきものと決定しました。 

 次に、第４０号議案及び第４１号議案工事請

負契約の締結については関連があるので、一括

して執行部の説明を求めます。 

瀬戸道路建設課長 第４０号議案及び第４１号

議案工事請負契約の締結２件について説明しま

す。資料の３３ページ、上段左側位置図を御覧

ください。 

両議案は、中津市山国町守実から日田市大字

三和までの間で整備を進めている一般国道２１

２号日田山国道路に係る工事請負契約の締結に

ついてです。 

今回議会の承認をお願いする工事は、資料下

段の事業平面図に赤字で旗上げしている１号ト

ンネル本坑（１工区）及び１号トンネル本坑（

２工区）の２件です。 

資料上段右側を御覧ください。 

第４０号議案（仮称）１号トンネル工事（１

工区）の工事内容は、トンネル延長１，３３２

メートル、総幅員１０．５メートルのトンネル

工事で、契約金額は６２億５，２６９万２，６

００円、工期は契約締結日の翌日から令和９年

１０月２９日となっており、総合評価方式によ

る入札の結果、清水建設株式会社九州支店、河

津建設株式会社、小田開発工業株式会社の３者

から構成される清水・河津・小田開発工業特定

建設工事共同企業体と工事請負契約を締結した

く、議会の承認をお願いするものです。 

続いて、第４１号議案（仮称）１号トンネル

工事（２工区）の工事内容は、トンネル延長１，

５２０メートル、総幅員１０．５メートルのト

ンネル工事で、契約金額は６９億７，２８５万

４，０６４円、工期は契約締結日の翌日から令

和９年１０月２９日となっており、総合評価方

式による入札の結果、株式会社安藤・間九州支

店、徳倉建設株式会社九州支店、株式会社セン

コー企画の３者から構成される安藤ハザマ・徳

倉建設・センコー企画特定建設工事共同企業体

と工事請負契約を締結したく、議会の承認をお

願いするものです。 

太田委員長 以上で、説明は終わりました。 

これより質疑に入ります。委員の皆様から御

質疑、意見等はありませんか。 

井上副委員長 日田山国道路の件、後から例の

避難坑の湧水について説明があるようですが、

本坑工事の契約を締結するとのことで、議案説
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明のときも締結して工事を始めるまでに半年ぐ

らいかかるとのことでした。 

 ただ、避難坑の湧水により井戸水等に影響が

出ている地域では、今避難坑の工事を止めてい

ますよね。解決するか分からないですが、そち

らの話が解決して、いろんな県の対応に住民の

皆さんが納得し、そして避難坑の工事の続きを

始めましょうとなるまでは、予定としては工事

には取りかからないということでしょうか。 

瀬戸道路建設課長 委員御指摘の避難坑につい

て日田市側と中津市側の両側から掘削していま

すが、日田市側の工事については住民対応があ

るので一旦中断している状況です。 

 今回お諮りしている本坑の工事についても、

日田市側と中津市側の両方から掘る形で、２件

の工事で進めていく予定です。 

 日田市側に関しては、この本坑工事について

も当然避難坑の状況を踏まえて進めていくよう

に考えているので、準備はしつつも、実際トン

ネルを掘るところは当然避難坑の状況を踏まえ

て対応することを考えています。 

井上副委員長 そういう予定ならいいですが、

ものすごく飲み水に関わることなので住民の皆

さんも非常にナーバスになっているし、いつの

間にか本坑工事が始まったとなると避難坑の工

事も両方進まなくなる可能性もあるので、是非

その辺は慎重にお願いします。 

 今回は避難坑を掘って湧水が出ていますが、

本坑を掘った場合は、避難坑の工事である程度

水脈に当たって今の状態になっているので、本

坑で新たな湧水が出る可能性はどうなんですか。

避難坑でこのあたりをある程度掘っているので、

本坑を掘ったら余計たくさん湧水が出だしてし

まわないだろうかという声も聞きましたが。実

際、土の中のことなのでよく分からないでしょ

うけど。 

瀬戸道路建設課長 現在、避難坑を先に掘削し

ているところはさきほど申したとおりで、避難

坑の方がトンネルの口径が小さいものになって

います。 

 避難坑を先行して着手したのは、周りの調査

というか試験的にやっていく意味合いも込めて

いて、実際掘ってみて水が出たことを我々も把

握できたという状況です。 

 その状況を踏まえ、本坑の掘削をどのように

やっていくか、改めてしっかり考えて進めてい

くように考えています。 

 避難坑で水が出ている分、本坑の方で水が出

なくなる可能性は高まっていると考えています

が、だからといって必ず本坑で水が出ないとも

限らないと。そこは委員がおっしゃったとおり、

土の中のことなので詳細に把握することは極め

て困難なため、確実に出ないとは言えないです

が、水が出る量だとか、その可能性が低くなっ

ているのではないかと考えるのが一つ。 

 もう一つは、仮に本坑のトンネルで水が出た

として、避難坑と基本的には地下水面は共通し

ているのではないかと思っているので、避難坑

で行ったような地元への対応ができていれば、

本坑を掘削して仮にトンネル内に水が出た場合

でも、周辺住民への影響は余り出ないのではな

いかと考えています。 

井上副委員長 慎重な対応をよろしくお願いし

ます。 

宮成委員 一応確認ですが、それぞれ入札に参

加したのは何社ずつぐらいいましたか。 

瀬戸道路建設課長 今詳細な情報を持ち合わせ

てなくて、大体１０社、詳細な情報はまた後ほ

ど説明します。 

宮成委員 最低価格の入札者が落札者になって、

総合評価方式ですよね。そこら辺はどうでした

か。 

瀬戸道路建設課長 当然技術提案の点を加味し

て決定しているので、必ずしも応札金額が最低

価格ではありません。 

太田委員長 ほかにありませんか。 

〔「なし」と言う者あり〕 

太田委員長 委員外議員の方は御質疑ありませ

んか。 

〔「なし」と言う者あり〕 

太田委員長 ほかに御質疑等もないので、これ

より採決に入ります。 

 まず、第４０号議案工事請負契約の締結につ

いて採決します。本案は、原案のとおり可決す
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べきものと決することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と言う者あり〕 

太田委員長 御異議がないので、本案は原案の

とおり可決すべきものと決定しました。 

 次に、第４１号議案工事請負契約の締結につ

いて採決します。本案は、原案のとおり可決す

べきものと決することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と言う者あり〕 

太田委員長 御異議がないので、本案は原案の

とおり可決すべきものと決定しました。 

 次に、第４２号議案大分県道路占用料徴収条

例の一部改正について執行部の説明を求めます。 

亀山道路保全課長 第４２号議案大分県道路占

用料徴収条例の一部改正について説明します。

資料の３４ページを御覧ください。 

 本条例は、道路法第３９条の規定に基づき道

路占用料の額などを定めたものです。これまで

３年ごとに見直しを行っており、今般、社会経

済情勢の変動などに対応するため本条例の一部

改正を行うものです。 

 今回は３点の改正があります。まず、資料左

側の中段を御覧ください。 

１点目は占用料単価の改定です。道路占用料

については、令和５年４月に国の道路占用料が

改定されたところです。国の改定を受けて本県

で採用している九州ブロック統一単価も国に準

じて改定されたことから、今回改正を行うもの

です。 

 続いて、資料左側の下段を御覧ください。 

２点目は所在地区分の改定です。級地区分に

ついては国が土地の価格や人口規模を勘案して

定めており、全国の市町村を第１級地から第５

級地の五つに区分しています。今回、地価の評

価替え等により資料下線部の宇佐市が第４級地

から第５級地へ変更になったことに伴い、改正

を行うものです。 

 続いて、資料右側の中段を御覧ください。 

３点目は占用物件の新設です。令和３年９月

２５日に道路法施行令が改正され、占用物件の

区分として新たに防災拠点自動車駐車場に設け

る施設等に関する項目が設けられたことに伴い、

本条例においても占用物件の区分を新設するも

のです。防災拠点自動車駐車場とは、広域的な

災害応急対策を迅速に実施するため、地域防災

計画等に位置付けられた道の駅等の自動車駐車

場について国土交通大臣が指定したものです。

県管理道路関係では、道の駅ゆふいん、道の駅

あさじが該当します。防災拠点自動車駐車場に

指定されると、災害時の防災拠点としての利用

以外を禁止・制限することが可能となるほか、

災害時に有用な施設等の占用基準が緩和される

効果があります。 

 なお今回の改正に伴い、占用料全体としては

年間約１億９千万円から約５２７万円減少する

見込みです。 

 施行期日は、資料右側下段のとおり令和６年

４月１日としています。 

太田委員長 以上で、説明は終わりました。 

これより質疑に入ります。委員の皆様から御

質疑、意見等はありませんか。 

〔「なし」と言う者あり〕 

太田委員長 委員外議員の方は御質疑ありませ

んか。 

〔「なし」と言う者あり〕 

太田委員長 別に御質疑等もないので、これよ

り採決に入ります。 

 本案は、原案のとおり可決すべきものと決す

ることに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と言う者あり〕 

太田委員長 御異議がないので、本案は原案の

とおり可決すべきものと決定しました。 

 次に、第４３号議案工事請負契約の締結につ

いて執行部の説明を求めます。 

秋月都市・まちづくり推進課長 第４３号議案

工事請負契約の締結について説明します。資料

の３５ページを御覧ください。 

本議案は、左上の位置図において赤で着色し

た都市計画道路、庄の原佐野線の下郡工区のう

ち、ＪＲ豊肥本線をまたぐ橋梁上部工に係る工

事請負契約の締結についてです。 

 その下の事業の目的にあるとおり、本事業は

交通渋滞の緩和、地域連携の強化、防災機能の

向上を目的として整備を進めており、右側の完

成イメージのように下郡バイパスやＪＲ豊肥本
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線と立体交差する高架橋を整備していきます。

このうち本工事は、下段の事業区間全体図にお

いて赤で着色した上部工の製作を行うものです。 

 続いて、資料の３６ページを御覧ください。 

工事の内容について説明します。本工事は、

左上の完成イメージにおいて赤で着色した、Ｊ

Ｒ豊肥本線の線路をまたぐ橋長５４メートルの

上部工を製作するものです。桁の架設について

は来年度以降、鉄道管理者に委託する予定とし

ています。 

左下の工事内容にあるとおり、契約金額５億

３，０９０万２６０円で、工期は契約締結の日

の翌日から起算して７２０日間、入札の結果に

より三井住友建設鉄構エンジニアリング株式会

社大分営業所と工事契約を締結したく、議会の

承認をお願いするものです。 

太田委員長 以上で、説明は終わりました。 

これより質疑に入ります。委員の皆様から御

質疑、意見等はありませんか。 

〔「なし」と言う者あり〕 

太田委員長 委員外議員の方は御質疑ありませ

んか。 

堤委員外議員 今の事業、図を見て、結局下郡

工区をやるでしょう。米良橋と合流する、ちょ

うどサッカー場のところかな、左にいると津留

とか明野の横を抜ける道があるね。あそこがむ

ちゃくちゃ混むよね。そこら辺の対策は何か。

要は明野から下りてくる道は多分これに分散さ

れるでしょう。下りは関係ないもんね、こっち

の方に来られないからな。 

 だから、その直線、米良バイパスの加納の交

差点のところまでの直線、あそこからの対策が

あるのかな。いつもここは多いよ。 

秋月都市・まちづくり推進課長 御質疑ありま

した今の下郡バイパスは、宗麟大橋から米良バ

イパスまでの区間に高架橋を確保して、米良バ

イパスから県道大分臼杵線の明野南交差点まで

を今年度から下郡明野工区として整備を始めま

した。その先についても、現在下郡明野工区の

整備状況を勘案しながら、どういう整備がいい

か検討している状況です。 

堤委員外議員 ちょっと聞き方が悪かったかな。 

 米良バイパスの直線コースを私が聞きよるの

は、新しい道路じゃなくて。結局明野に抜ける

でしょう、今度のバイパスはね。バイパスとい

うか、庄の原佐野線が明野に抜けます。だから

明野の方に抜けることはいいですよね、そうい

うふうに流れるのは。ただ今度は、上から下り

てくる旧道とかを抜けて帆秋病院の前を通って

くる道とか、あと結局それが米良バイパスの大

分臼杵線になるから、バイパスに流れてくるわ

け。分かるかな。 

 バイパスのところは、あそこがむちゃくちゃ

混みます。だから、この黄色のところの対策は

あるのかなというのが前から気になっていたか

ら、そこら辺はどうですか。 

秋月都市・まちづくり推進課長 今現在そこの

対策は考えていないですが、このバイパスがで

きることによって、大分臼杵線自体の交通が全

部転換します。私がさきほど言った下郡明野南

交差点からつながれば、大分臼杵線に乗ってい

る交通がほとんど全て庄の原佐野線に転換する

ことによって、大分臼杵線の交通量が減ると我

々は見込んでいるので、渋滞がなくなることは

ありませんが緩和すると思っています。 

原田委員 今くぐるようになっていますよね。

あの道は将来的にはそのまま残しますか。 

秋月都市・まちづくり推進課長 残りますが、

使うのは高架橋を使って交通が流れるのと、あ

とは近隣の方々は下の道路を通る形になります。 

吉村委員外議員 １点要望です。 

 さきほど課長から、東交差点の先も検討して

いると話をいただきました。間違いなく明野ま

でつながれば、私も地元なのですがスムーズに

なると思います。当然、明野東交差点から先が

細いままで、そこは何かしらの検討をしっかり

いただく必要があるかなと思っているので、是

非検討を進めていただければと思います。要望

です。 

太田委員長 ほかにありませんか。 

〔「なし」と言う者あり〕 

太田委員長 ほかに御質疑等もないので、これ

より採決に入ります。 

 本案は、原案のとおり可決すべきものと決す
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ることに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と言う者あり〕 

太田委員長 御異議がないので、本案は原案の

とおり可決すべきものと決定しました。 

 次に、第４４号議案大分県建築基準法施行条

例の一部改正について執行部の説明を求めます。 

都瑠建築住宅課長 第４４号議案大分県建築基

準法施行条例の一部改正について説明します。

資料の３７ページ、資料上部１背景を御覧くだ

さい。 

脱炭素社会の実現に資するための建築物のエ

ネルギー消費性能の向上に関する法律等の一部

を改正する法律が令和４年６月に公布され、そ

の中で建築基準法が改正されます。 

 続いて、２法改正の概要を御覧ください。 

火災時に損傷を許容する主要構造部の規定が

創設されました。現状、大規模な建築物や共同

住宅などの不特定多数が使用する用途の建築物

では、耐火建築物とすることが求められており、

全ての主要構造部を耐火構造としなければなり

ません。 

次に改正内容として、木材利用の促進を図る

ため、主要構造部が火災時の損傷を許容する部

分と火災時の損傷を許容しない特定主要構造部

の二つに分けられました。効果として火災時の

損傷を許容する部分を木造化することが可能と

なります。 

続いて、３条例改正の概要を御覧ください。 

現状、階数３以上などの一定規模以上の長屋

は、条例において全ての主要構造部を耐火構造

としなければなりません。 

改正内容としては、長屋に関しても法と同様

に主要構造部を二つに区分するものです。効果

として、主要構造部の火災時の損傷を許容する

部分を木造化することが可能となります。 

４施行期日は改正法の施行日である令和６年

４月１日としています。 

太田委員長 以上で、説明は終わりました。 

これより質疑に入ります。委員の皆様から御

質疑、意見等はありませんか。 

〔「なし」と言う者あり〕 

太田委員長 委員外議員の方は御質疑ありませ

んか。 

〔「なし」と言う者あり〕 

太田委員長 別に御質疑等もないので、これよ

り採決に入ります。 

 本案は、原案のとおり可決すべきものと決す

ることに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と言う者あり〕 

太田委員長 御異議がないので、本案は原案の

とおり可決すべきものと決定しました。 

以上で、付託案件の審査を終わります。 

 次に、執行部より報告をしたい旨の申出があ

ったので、これを許します。 

まず、①の報告をお願いします。 

秋月都市・まちづくり推進課長 盛土規制法に

ついて報告します。資料の３８ページを御覧く

ださい。 

 まず、左上の（１）法律の改正です。詳細は

昨年５月の初常任委員会で説明しているので割

愛しますが、昨年５月に盛土規制法が施行され

ました。 

 次に、その下（２）今年度の取組です。 

まず一つ目として、規制区域や執行体制、許

認可事務の検討を進めてきました。二つ目とし

て、盛土に関する情報を一元的に管理するシス

テムを検討し、今月中にシステム構築業務に着

手します。三つ目として、関係部局や市町村と

連携・情報共有を図るとともに、隣接する福岡

県や熊本県、宮崎県とも協議してきました。 

次に、その下（３）スケジュールです。法律

の欄を御覧ください。 

旧法の規制区域がある大分市と別府市は、経

過措置期間２年のうちに、新法による規制区域

を指定する必要があります。 

次に表の中段、基礎調査を御覧ください。 

当初、オレンジの線で示す令和５年度と６年

度の２年間で規制区域の検討を行う予定でした

が、令和４年度補正予算や令和５年度予算が確

保できたことから、実施の赤線で示すとおり今

年度中に全市町村の検討を終えることができる

見込みとなりました。 

 このため、その下の規制運用ですが、当初青

の線で示す別府市ほか７市町は令和７年度から、
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黄色の線で示す中津市ほか８市町村は８年度か

ら規制運用を開始する予定でしたが、関係部局

や市町村、隣接県と協議を重ねた結果、赤の線

で示すとおり令和７年度から全市町村において

規制運用を開始する運びとなりました。なお、

規制運用開始後も、既存盛土の現地調査を継続

して実施していく必要があるので、引き続き予

算確保に努めます。 

 今後も国や他県の情報を精査しつつ、先進県

の事例も参考にしながら、令和７年度からの盛

土規制法の運用開始に向け取組を進めていきま

す。 

太田委員長 以上で、説明は終わりました。 

これより質疑に入ります。委員の皆様から御

質疑、意見等はありませんか。 

〔「なし」と言う者あり〕 

太田委員長 委員外議員の方は御質疑ありませ

んか。 

〔「なし」と言う者あり〕 

太田委員長 別に御質疑等もないので、次に②

の報告をお願いします。 

大谷公営住宅室長 大分県厚生年金住宅貸与条

例の廃止について報告します。資料の３９ペー

ジを御覧ください。 

本条例は福祉保健部が所管しているため廃止

議案についても福祉保健部から上程することと

なりますが、本条例において建設に関わる手続

を土木建築部が担ってきたことから、土木建築

部に関わる部分について報告します。 

 １条例の概要ですが、本条例は県が厚生年金

保険積立金を原資として中小規模の事業所の住

宅を建設し、事業主に対して当該住宅を賃貸す

るために必要な事項を定めたものです。 

 ２廃止の理由ですが、住宅環境の整備が進み

所期の目的が達成されたこと等から条例を廃止

するものです。 

 ３制度の経緯・概要です。制度の運用期間及

び利用事業者は記載のとおりですが、平成９年

度までに賃貸料の償還は完了しています。また、

本制度のフローは（２）に示すとおり、土木建

築部では主に④住宅建設をはじめ、⑧地上権設

定の抹消登記並びに住宅所有権の移転登記まで

の手続を所管してきました。 

 次に４条例廃止に至る経過ですが、さきほど

述べた④から⑧までの手続のうち、表の赤枠に

示す管理台帳上確認できない物件が地上権設定

抹消登記で２３件、所有権移転登記で２５件あ

ったので改めて謄本を取得するとともに、固定

資産税の徴収状況等を調査した結果、令和５年

１１月に全物件について抹消・移転済であると

判断しました。関連資料により判断した物件に

ついて、万一、条例廃止後に事業主から請求が

あった場合でも、５経過措置を設けた上で廃止

するものです。施行日は、公布の日とする旨を

聞いています。 

太田委員長 以上で、説明は終わりました。 

これより質疑に入ります。委員の皆様から御

質疑、意見等はありませんか。 

〔「なし」と言う者あり〕 

太田委員長 委員外議員の方は御質疑ありませ

んか。 

〔「なし」と言う者あり〕 

太田委員長 別に御質疑等もないので、次に③

の報告をお願いします。 

中川土木建築企画課長 建設工事従事者の安全

及び健康の確保に関する大分県計画の変更につ

いて報告します。資料の４０ページを御覧くだ

さい。 

 本計画は、１計画策定の趣旨等の（２）にあ

る建設工事従事者の安全及び健康の確保の推進

に関する法律に基づく国の基本計画に準拠して

策定しています。１２月の第４回定例会の常任

委員会で計画の素案を報告しましたが、その後

パブリックコメントを実施し、１名から、５推

進体制にある推進協議会の実態について透明性

を確保するため、その規約等を公表すべきとの

御意見をいただきました。これは計画の変更が

必要となるものではないので、推進協議会にお

いて素案をそのまま成案とすることで了解いた

だいたことを報告します。なお、６スケジュー

ルの右から２番目にあるように、変更計画は本

常任委員会での報告後、御意見のあった規約等

とあわせて３月中にホームページで公表すると

ともに、建設業者を対象とした研修会等を活用
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して周知を図っていきます。今後とも関係機関

と連携し、計画を推進していきます。 

なお、計画の成案をＳｉｄｅＢｏｏｋｓ（サ

イドブックス）の土木建築委員会のフォルダに

格納しているので、後ほど御覧ください。 

太田委員長 以上で、説明は終わりました。 

これより質疑に入ります。委員の皆様から御

質疑、意見等はありませんか。 

〔「なし」と言う者あり〕 

太田委員長 委員外議員の方は御質疑ありませ

んか。 

堤委員外議員 ちょっと聞かせて。 

 ４０ページの３基本方針の１番、適正な請負

代金の額を設定と書いているけど、最近いろい

ろ日産とかマツダとか問題になっているね、下

請代金の問題でね。あれは結局、検査官が全国

的に少なくてなかなか立入検査できてないけど、

大分県では仮にそういう事例があった場合、こ

れに基づいて立入調査ができるの。 

中川土木建築企画課長 立入調査等の権限はこ

の計画には盛り込んではいません。 

堤委員外議員 じゃ、どうする。 

中川土木建築企画課長 正直申しまして、この

計画に沿って周知を図って、請負代金の額とか

法定福利費等が適正に本体の受注者から下請に

対してきちんと流れるように標準見積書等を各

業界が作成しているので、そういうものを活用

して請負代金とかをきちんと流していただける

ように指導しています。 

戸高委員 大分県独自と書いている下のところ

ですか、推進事項に積極的な魅力発信による担

い手確保と書いてある。これはビルド大分とか

ですか。 

中川土木建築企画課長 そうです。ビルド大分

などもあるし、女性活躍も同時に行っています。 

太田委員長 ほかにありませんか。 

〔「なし」と言う者あり〕 

太田委員長 ほかに御質疑等もないので、次に

④の報告をお願いします。 

都瑠建築住宅課長 大分県高齢者居住安定確保

計画の変更について御報告します。資料の４１

ページを御覧ください。 

 本計画は、１計画の位置付けの図の中央、黄

色で着色した大分県住生活基本計画に基づく個

別計画として平成２５年に策定し、平成３０年

及び令和２年に一部見直しを行っています。 

１２月の第４回定例会の常任委員会で計画の

素案を報告しましたが、その後１月９日から２

月８日までパブリックコメントを行い、１件の

意見提出がありました。この意見については本

計画の方針に賛同するとのことでした。これも

踏まえて、本計画は３月末に公表予定です。 

なお、計画の素案をＳｉｄｅＢｏｏｋｓの土

木建築委員会のフォルダに格納しているので、

後ほど御覧ください。 

太田委員長 以上で、説明は終わりました。 

これより質疑に入ります。委員の皆様から御

質疑、意見等はありませんか。 

〔「なし」と言う者あり〕 

太田委員長 委員外議員の方は御質疑ありませ

んか。 

〔「なし」と言う者あり〕 

太田委員長 別に御質疑等もないので、次に⑤

の報告をお願いします。 

瀬戸道路建設課長 トンネル工事に関する事項

について２点御報告します。 

 まず、これまでの常任委員会でも状況を御報

告していた、日田山国道路で施工中の１号トン

ネル避難坑工事における周辺地域の井戸の水位

低下についてです。 

 資料４２ページ左上の位置図を御覧ください。 

 １号トンネル避難坑は中津市側と日田市側の

両側から掘削を進めており、このうち日田市側

については湧水量が多く、伏木地区や小河内地

区において井戸の水位低下が広く見られている

状況です。 

 右側の状況写真のように昨年４月２５日の突

発湧水の発生により工事を中断していましたが、

対策工法の検討や周辺地域の住民への説明を行

うとともに、応急給水できる体制を１戸１戸整

えた上で８月２８日に工事を再開し、掘削を進

めていました。しかし水位低下の影響範囲が広

がり、住民から要望があったことから、１２月

２７日に再度工事を中断しています。 
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 住民からは工事が完了した後ではなく先に代

替井戸を掘ってほしいと要望があったため、現

在、取水に支障が出ている井戸から順に代替井

戸の掘削を進めているところです。 

 今後も地域の方の不安を払拭できるよう住民

がつくる協議会と対話を重ねながら、１戸１戸

丁寧に対応し、工事再開に向けて環境を整えて

いきます。なお中津市側については、水位低下

は見られるものの、上水道が整備されているこ

とから大きな支障は生じていませんが、引き続

き状況を注視しながら丁寧に対応します。 

 続いて、令和６年２月１５日に発生した佐伯

市の国道２１７号（仮称）西幡トンネル工事に

おける事故について報告します。資料４３ペー

ジ右側の事故概要を御覧ください。 

 事故は、発破掘削のための火薬を掘削面に装

填する作業中に発生しました。火薬を装填済み

の２０孔のうち１孔が暴発し、正面にいた作業

員１名が負傷しました。負傷者は命に別状はあ

りませんが、現在も入院中です。事故の原因に

ついては、経済産業省九州産業保安監督部など

による現地調査及び実証実験の結果、火薬を装

填するための穴を岩盤に機械で開ける作業にお

いて、通常の約５倍の時間を要したため予期で

きない摩擦熱が発生して暴発したものと推定さ

れています。 

 今後、温度計測等の再発防止策を講じ、関係

機関の了承を得られれば作業を再開したいと考

えています。今回の事故を踏まえ、改めてトン

ネル工事における安全対策の徹底を図っていき

ます。 

 さきほど御質疑いただいた本坑工事の落札の

関係をここで御説明させていただきますが、入

札への参加者は中津市で１２社、日田市で１１

社でした。落札者については、技術提案いただ

いて総合評価をしていますけども、結果的には

入札金額が一番安いところが両方とも落札して

います。 

太田委員長 以上で、説明は終わりました。 

これより質疑に入ります。委員の皆様から御

質疑、意見等はありませんか。 

井上副委員長 また日田山国道路のことですが、

４２ページの位置図で右下に説明がありますが、

水位低下予想範囲というのは黄緑で囲っている

範囲ということですね。この範囲に関しては事

前の調査をしましたが、今回は予想外のピンク

色の場所で水位低下が発生したということだと

思います。これまでの大体この範囲というのは、

いろんな地形を見ながら決めたのだと思います

が、ちょっと予想外のところに影響を及ぼした

ということで、５号トンネルは既に貫通してい

ますが、この後の２号、３号及び４号トンネル

は今からです。その場合、今回のことを考えて

調査範囲を考え直すとかいったことも予定して

いるのでしょうか。 

瀬戸道路建設課長 委員御指摘のとおり、中津

日田道路の日田山国道路については、２号から

４号トンネルはこれからの施工となっています。

その際、委員のおっしゃるとおり、１号トンネ

ルでの状況を踏まえて必要な点検をしっかり行

って、必要な調査があったら追加で行うという

形で対応したいと考えています。 

井上副委員長 こういうことが起きている後な

ので、是非慎重によろしくお願いします。 

戸高委員 代替の井戸は全部でいくつ掘ってい

ますか。それで、例えば工事をこのまま完了し

たとして、その後の井戸の管理はどうするのか。

また、この井戸は動力を使っているのか。その

辺だけ。 

瀬戸道路建設課長 まず数ですが、現在影響が

出ている範囲ということで、北側で言うと大体

５０前後です。その中でしっかりと状況を見な

がら、必要な箇所に代わりの井戸を掘っていく

形で対応したいと考えています。 

 井戸については、整備・掘削をして稼働する

ようになった後は基本的に住民の方々に管理し

ていただくことはなると考えています。くみ上

げる際にはポンプを使うので、電気などの動力

を使ってくみ上げる形になります。 

戸高委員 電気代は管理する住民負担という形

になるのか。 

瀬戸道路建設課長 基本的には補償をさせてい

ただくものがあるので、一定程度、こちらの方

で電気代も含めて補償させていただくと。（「
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補償期間」と言う者あり）補償期間については、

個別個別になってくるので、状況を見て…… 

新田用地対策課長 生活用水にかかる場合は、  

負担分は３０年間をめどとして補償することに

なると思います。上限３０年間です。生活用水

については３０年間。 

井上副委員長 ちょっと関連ですが、この前の

伏木で行った説明会のときにやはりその話が出

て、結局この避難坑より低い位置までポンプを

下げることを皆求めているんですよね。この伏

木という場所がもともと高台にあるので２００

メートルとか掘らなきゃいけなくなりますが、

そうすると当然電気料も高くなるので、その差

額を事前に計算してまとめて支払うような説明

があったと思います。それは、年数は３０年が

上限だけど違うという話でしたが、事前に支払

うと確か説明がありました。それが例えば１０

年分先に差額を支払ったとして、１０年経って

もまだ影響が出るときはその後の分まで追加で

支払う形になるでしょうか。 

新田用地対策課長 基本的には全ての機能回復

の工事が終わった後、用地補償費として金銭を

支払うことになろうかと思います。そのため事

前ではなく、工事完了後、その機能が回復する

補償をさせていただくと。補償基準上はそこか

ら起算して３０年になるかと思います。 

井上副委員長 確か説明会では、一応工事が完

了した後でしょうけど、今かかっている井戸の

電気料と深く掘ったときの電気料の差額を計算

して、まとめて１０年分とか払うような話だっ

たんですよね。 

新田用地対策課長 もちろん、機能回復――例

えばポンプも耐用年数を見て、おおむね３０年

間の大体このぐらいの期間を負担増分として補

償するという補償方法が決まれば、そのときに

支払うことになるかと思います。 

井上副委員長 ただ、その１０年分と思ってい

ても１０年経ってみたら、結局井戸水の電気料

が上がるのはずっと長く続くわけですよね。だ

から、それが３０年分は補償できるということ

になりますか。 

新田用地対策課長 維持費負担の年数に関して

は、公共事業に係る工事の施行に起因する水枯

渇等により生ずる損害等に係る事務処理要領に

定められていて、生活用水は３０年をめどとし

て支払う。 

 ３０年というのは居住者が住宅の所有者であ

る場合、大体４０歳以上で持家を持って住むと

いうことで、３０年間を上限として計算させて

いただくと。もちろんその差額になるので、既

存ポンプの耐用年数から割り出した増加分を補

償することになるだろうと思います。 

瀬戸道路建設課長 委員のおっしゃっていると

おり、費用を算定して３０年なら３０年、２０

年なら２０年分を一括してお渡しして補償する

という形になるのが基本となっています。 

太田委員長 私からもお尋ねします。 

 西幡トンネルは再開の見通しとか、もう一つ、

推定原因が穿孔作業の摩擦熱による装填した火

薬の暴発とありますが、基本的に穿孔した後は

何時間か置くとか、火薬を入れるときの穴の温

度を測るとか、そういう作業は今まで基本的な

ルールの中に全然なかったんですか。２点お尋

ねします。 

瀬戸道路建設課長 まず再開の見込みですが、

実証実験等を行い、その結果を踏まえてこれか

ら関係者と最後確認を取る作業が残っています。

その後、規制当局に今火薬の使用というか消費

を止められているので、どのぐらいのスパンで、

それがいつ再開できるかにもよりますが、我々

としては来月の頭には再開したいと今準備を進

めているところです。 

 ２点目ですが、この温度を測ったり時間を測

ったりという点ですが、これまでの作業規定上

はそういったところまでは定めていません。そ

れはトンネル一般として、そういうルールは定

めていません。 

 穿孔――穴を掘る作業についても、一度に複

数箇所、今回でいうと２０か所掘るので、掘っ

た後すぐに火薬を入れるわけではありません。

通常、穴を掘っていって順番に火薬を設置して

いけば、十分低い温度の状態で火薬を入れられ

るため、基本的にはなかなか起こりにくい事故

です。ですが今回、さきほど御説明したとおり、
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穴を掘る時間が異常にかかったために熱を持っ

てしまった温度が下がり切る前に、火薬を設置

したのが原因と考えています。 

 実際に穴を掘るのに非常に時間がかかったの

は個別の要因と考えていて、地底との兼ね合い

とか使用している機材との相性とか摩耗具合、

そういったところに起因するのかなと考えてい

ます。通常であればなかなか起きないことが今

回起きてしまったということで、今後特にこの

工事においては、温度管理などもどこまででき

るかも含めて検討して実行したいと考えていま

す。 

太田委員長 ほかにありませんか。 

〔「なし」と言う者あり〕 

太田委員長 委員外議員の方は御質疑ありませ

んか。 

〔「なし」と言う者あり〕 

太田委員長 ほかに御質疑等もないので、次に

⑥の報告をお願いします。 

石和河川課長 令和５年６月３０日からの梅雨

前線豪雨災害対応の進捗状況について御報告し

ます。資料の４４ページを御覧ください。 

まず、（１）公共土木施設、県管理分の復旧

状況です。資料左側の表の一番下、合計欄を御

覧ください。 

査定件数２６６か所に対して１月末時点で１

１８か所、率でいうと約４４％の工事を発注し

ています。今後、３月末時点では２５８か所、

率にして約９７％の工事発注を予定しています。 

次に、４５ページを御覧ください。 

（２）改良復旧事業の進捗状況です。まず①

災害関連事業、小野川についてです。昨年１２

月１５日に事業採択され、工事箇所のうち原形

復旧箇所については３月に工事発注を行ってい

ます。改良復旧箇所については、用地の協力を

もらいながら河道の拡幅工事などを進めていき

ます。 

続いて②緊急地すべり対策事業、畑倉地区及

び緊急砂防事業、露木川・高内川についてです。

これらの事業については、地すべり観測などの

安全管理を徹底しながら令和６年度の完成に向

けて進捗管理を行ってきます。 

引き続き、被災した方が一日も早く安心して

暮らせるよう復旧・復興に取り組んでいきます。 

太田委員長 以上で、説明は終わりました。 

これより質疑に入ります。委員の皆様から御

質疑、意見等はありませんか。 

〔「なし」と言う者あり〕 

太田委員長 委員外議員の方は御質疑ありませ

んか。 

〔「なし」と言う者あり〕 

太田委員長 別に御質疑等もないので、以上で

諸般の報告を終わります。 

委員の皆様この際、ほかに何かありませんか。 

高橋委員 今年１月１日の能登半島地震ですね、

半島部において地震が起きて、道路が半島をぐ

るっと回っているためにかなり孤立した村とい

うか、地区もあったと。海辺が隆起して船が着

けられない、狭いためにヘリも降りられない状

況になった。 

 大分県も佐賀関から南の方――臼杵市、津久

見市、佐伯市は、いわゆるリアス式海岸なので

海に半島部が突き出たような形で、その半島部

の沿岸というか、海沿いをぐるっと回るように

して生活道路があるんですね。臼杵市の場合だ

と深江地区、その先に泊ケ内という、ちょっと

具体的な話になりますが、三村部長とか中村課

長は多分分かるかと思います。 

 以前は車１台がやっと通れるくらいだった道

が今片側１車線でも広くなって、だいぶよくは

なってきていますが、生活道路がその１本しか

ないんですね。これがまた、今言われている南

海トラフで大きな地震が来て道路が損傷する、

あるいは津波が来て、津波をかぶって道路が使

い物にならなくなる可能性があって、そうなる

とその先にいる住民の方は避難場所というか、

そこから動きようがなくなる状況なんですね。

地震ではないですが、去年８月の台風のときに

実はその泊ケ内の方に行きましたが、片側１車

線が完全に塞がれるような形で、法面が崩落し

ている部分がありました。 

 今回も道路災害事業がありますが、本当に今

回の能登半島地震を教訓として、そういう半島

部の道路の災害対策をどうしていくか。例えば
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今言ったように生活道路が１本しかないんです

が、どこか避難できる避難道路――ふだんは使

わなくても、何かあったときにはそこを使って

避難できるとか緊急車両が行けるとか、ちょっ

と現実的ではないかもしれませんが、そういう

対策を今後何か考えられないかどうか。 

 ちょっとヘリを飛ばして何とかというのは難

しいですし、津波が来たら港が使えるかどうか

も分かりません。あらゆる事態を想定し、被災

した人が最小限の形で大丈夫なように、今後い

ろいろとまた対策を考えていただければと考え

ています。すみません、時間を取りました。 

三村土木建築部長 貴重な御意見、本当にあり

がとうございます。 

 本当に教訓となった能登半島地震だと思って

いて、我々はしっかり学んでいかなければいけ

ないと思っています。 

 当然県としては、道路啓開計画でまずどこの

道路から空けましょうかというところを当然つ

くっているし、孤立対策で、孤立しそうなとこ

ろの道路の防災対策も含め、実はしっかりとう

たっています。孤立する可能性があるところは

ちゃんと対策していこうという点も手厚くやっ

ています。 

 確かに委員おっしゃられたように、今回半島

部で土がどんと来たところ、つまり半島部の１

本道路で、いわゆる土砂対策法上の危険区域が

ないのかと、そこを今一度洗い出しをさせてい

ます。 

 違った視点で、今までは法面だけど、地すべ

りで大きく壊れる可能性がある箇所はしっかり

と、ちょっと目を当てていこうというのを早速

半島部には指示を出しています。ただちょっと

時間がかかるかもしれませんが、新しい視点の

対策だと思っています。また、避難となってく

ると防災局とのマッチアップもあります。 

 本当に教訓となっているので、早速動き始め

ています。時間がかかるかもしれませんが、し

っかり対応させていただきます。本当に貴重な

御意見ありがとうございます。（「よろしくお

願いします」と言う者あり） 

太田委員長 ほかにありませんか。 

〔「なし」と言う者あり〕 

太田委員長 ほかにないようなので、これをも

って土木建築部関係の審査を終わります。委員

外議員の皆様は御苦労様でした。執行部の皆様

はそのままお待ちください。 

 

〔委員外議員退室〕 

 

太田委員長 ここで私から執行部の皆様に一言

お礼を申し上げます。 

〔委員長挨拶〕 

太田委員長 次に、今の委員での委員会は本日

が最後となりますので、委員の皆様から一言お

願いします。 

〔各委員挨拶〕 

太田委員長 それでは最後に、この春で御退職

される皆様から一言お願いしたいと思います。 

〔三村土木建築部長挨拶〕 

〔都瑠建築住宅課長挨拶〕 

〔桑田施設整備課長挨拶〕 

太田委員長 ありがとうございました。これを

もって、土木建築部関係を終わります。執行部

は御苦労様でした。 

委員の皆様はこの後内部協議があるのでその

ままお待ちください。 

 

〔土木建築部退室〕 

 

太田委員長 これより内部協議を行います。 

委員の皆様から何かありませんか。 

〔「なし」と言う者あり〕 

太田委員長 別にないので、最後に私から委員

の皆様にお礼を申し上げます。 

〔委員長挨拶〕 

太田委員長 これをもって本日の委員会を終わ

ります。 

お疲れ様でした。 


